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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を理
念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュースです。

最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、皆様のお役に立つため、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

今後のわが国では、少子化、高齢化、団塊世代（1947 年～1949 年生まれ：厚生労働
省統計より）の大量リタイア、所得格差の二極化などが進行し、日本人のライフスタ
イルも否応なく変化していくと予想されます。

社会･市場環境の変化をとらえる場合、「構造の変化」→「意識の変化｣→「行動の
変化｣と順を追ってとらえることが大切です。世の中の大きな構造変化が起点となり、
消費者の心理（意識）に影響を与え、その変化が結果としてライフスタイル（行動）
に変化を生じさせます。

構造の変化は具体的に、
○ 社会環境の変化（人口減少･少子高齢化・女性の社会進出）
○ 情報技術の変化（インターネット社会の発展）
○ 経済･労働環境の変化（雇用流動化･所得の二極化･団塊世代のリタイア）
○ 法律･制度の変化（規制緩和･社会保障の見直し）



に大別できます。

これらの変化をふまえ、今後のフランチャイズ･ビジネスの上で注目すべきキーワ
ードを４つ上げてみました。

１：食の安全･安心、健康
ＢＳＥ問題に始まり、ノロウィルスに代表される食中毒、昨今の「ミートホープ

社」問題や、食品への異物混入事故など、消費者の「食」に対する関心は大いに高
まり、より厳しい目を持つようになってきております。「食」にかかわる企業は原
材料表示やトレーサビリティなどへの取り組みがほぼ当たり前になりつつあります。

化学添加物や農薬にも敏感になっており、有機野菜や自然系洗剤など環境と健康
に配慮したものに関心が高くなっております。

この安心･安全を考慮し取り組んでいるレストランやカフェ等は、「食」に対する
意識が高い団塊の世代や高齢者に今後もさらに受け入れられていくと考えられます
し、また健康面では、コンビニ型フィットネス等の新業態も生まれてきています。

２：癒 し ･ コミュニケーション
現代を生き抜いている私たちには、雇用の流動化やトピック性の高い事件が多発し、

先行きの不透明感が強く、未来への期待よりも先に不安感がきています。
日々精神的に緊張感を強いられることが多く、うつ病をはじめストレスに起因する
精神障害がよく話題に上ってきます。

そんな中では「リラックス・癒し」ツールが注目され、家族やペット、仲間との
ふれあい、コミュニケーションへの関心の高まりを受け、家族向けレジャー施設や、
岩盤浴、ネットカフェ、ペットサロン、アロマサロンなどの新業態も登場しており
ます。

３：シ ル バ ー 世 代
人口動態を見るまでもなく、大きな比重を占める６０歳以上のシルバー世代の動

向は社会に大きな影響を与えます。また、今後団塊の世代が大量リタイヤを迎え、
消費活動は大きく変動いたします。この世代は、可処分所得があり、自己啓発意欲
が高く、時間に余裕があります。一方で、子供はすでに世帯を持ち孫がいて、普段
は夫婦二人暮し、行動半径は体力の衰えと共に狭まっており、細かい作業は難しく
なっていきます。

このようなシルバー世代のマーケットは大きな広がりを見せており、これからの
有望な市場として注目されています。カルチャーセンター、シルバー向け旅行、家
事をサポートする修理・修繕サービス、介護サービス、集配サービス、掃除･メン
テナンスサービスなどが期待される業態です。

４：少 子 化
基本的に子供の数は減っており、回復する予兆は今のところ見えません。そんな

中でも消費の面から見ると一人の子供にかける金額は確実にアップしています。
両親、祖父母をはじめ両親の兄弟、友人･知人など１０以上のサイフを持つ今の

子供マーケットは、個別、OnlyOne といった高単価・高付加価値が主流で伸びてい
くと考えられます。フランチャイズ･ビジネスにおいても、個別指導学習塾、ブラ
ンド系子供服、子供写真館、運動クラブなどがしのぎを削っています。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□



≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

----------------------------------------------------------- 第 ２ 回 -----
【 ロデオ・ドライブ（RODEO DRIVE）<1> 】
----------------------------------------------------------------------------

「ロデオ・ドライブ」は、アメリカのロサンゼルス必見のショッピングゾーンです。
「ザ・リージェント・ビバリー・ウイルシャー（THE REGENT BEVERLY WILSHER）」
ホテルの前から「ロデオ・ドライブ」に入り、「サンタモニカ・ブルーバード（SANTA
MONICA BLVD）」を超えたところが高級住宅地でありますので、しばらく散策して、
反対側を「ロデオ・ドライブ」に戻ってくると、それこそ最高のショッピングが楽し
めます。

アメリカ有数の高級住宅地である「ビバリー・ヒルズ（BEVERLY HILLS）」は、映
画で有名なハリウッドの西隣に位置しています。この地区は手入れの行き届いた広大
な庭、プール付きの豪華な建物、そしてロールスロイス、ベンツなどの高級車が一軒
に何台も停めてあります。住んでおられる人は映画スターをはじめテレビタレントも
多いのもこの地区の特徴です。この地区は人口がわずか３万５千人と言われ、しかも
ロサンゼルス市から行政的に独立していて、独自の警察や学校を持っています。また
観光バスを通さないというほどに、独自の地区を形成しています。

この「ビバリー・ヒルズ」に住む人が、シヨッピングを楽しむところが「ロデオ・
ドライブ」に代表される一画で、世界の超高級店が目白押しに立ち並んでいます。
世界の超高級店通りといえば、ニューヨークの「５番街」、シカゴの「マグニセント
マイル」、パリの「サントノーレ」がありますが、「ロデオ・ドライブ」は、これら
の中でも一頭地を抜いています。

1990 年秋に、ウイルシャー通りに面して「ツー・ロデオ・ドライブ」というハイエ
ンド型のショッピングセンターが開発され、「ロデオ・ドライブ」と有機的に結合さ
れたことから、この一角がますます人気を高めています。

ヨーロッパの商店街のような中庭には「ビイア・ロデオ（VIA RODEO）」と名づけ
られた坂道がつけられているし、１階部分は「ロデオ・ドライブ」と完全にマッチさ
せたデザインが採用されています。「ロデオ・ドライブ」は、「ビバリー・ヒルズ」
の「ゴールデン・トライアングル」と呼ばれるコマーシャル・ゾーンの中でも最もプ
レステイジの高い通りです。従いまして「ツー・ロデオ・ドライブ」も、このような
周囲のリッチな景観に適応すべく豪華な造りとなっていて、その建設コストは通常の
４倍もかけられたと言われています。そのためテナンド料も高く、それを払えるのは
世界に名だたる超高級専門店だけです。

「ロデオ・ドライブ」のショッピングをされるお客様は、車は道路に停めるよりほ
かはありませんでした。そのため普通のショッピングセンター形式の「ロデオ・コレ
クション（RODEO COLLECTION）」は苦戦を強いられました。「ツー・ロデオ・ドラ
イブ」は、この点を考慮して、地下に 600 台収容できる駐車場を建設しました。この
駐車場は「ツー・ロデオ・ドライブ」に来られるお客様だけでなく、街全体で利用で
き、しかも２時間以内なら無料ということで、このエリア全体の集客力を高める役割
を果しています。なお、地下駐車場というのは犯罪の面で嫌われる傾向がありますの
で、ここでは一流ホテル並みの「バレット・パーキング」方式が採用されました。

ツー・ロデオ・ドライブの特徴は、高い地価を吸引するための高い容積率を作り出
したところにあります。例えば、「ビィア・ロデオ」と名づけられた人工的な坂道を
つくることによって、２階部分を１階のごとく活用できるようにしました。つまり、



２階であっても１階並のリース料金が設定されるようにしました。
この坂道は 5.5m の高さまで勾配がつけられ、頂点部分は「ピッツァ」と名づけられ

た広場で、一方の登り口は階段と噴水と彫刻で豪華を醸し出しています。またこの坂
道にはグラニットのコブルストーンが敷き詰められており、建物の外観とほど良くマ
ッチし、回遊性を生み出しています。さらに、「ピッツア」には、アウトドア・ダイ
ニングのスペースが設けられており、まさにヨーロッパの雰囲気があります。

プレステイジな専門店は、主な店をあげますと次の通りです。「ザ・リージェント
・ビバリー・ウスルシャー・ホテル」から「サンタモニカ・ブルーバード」に向かっ
て左側には、「ALFRED DUNHILL」「HYMAN」「BVLGARI」「LOUIS VUTTON」
「CHRISTIAN DIOR」「CELINE」「HERMES」「PRADA」「GUCCI」「FERRAGAMO」があり、
逆に右側からホテルにかけては、「POLO LALPH LAUREN」「GIORGIO ARMANI」
「HERMES」「CHANEL」「CARTIER」「VALENTINO」「BALLY」「YVES SAINT LAURANT」
「VAN CLEEF」「COLE HAAN」「TIFFANY」などであります。

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

----------------------------------------------------------- 第 ４ 回 -----

第２回は「商標商標提供型」、第３回は、「経営方式提供型」を説明させていただき
ましたが、第４回は、一番新しいタイプの「コンバージョン型」を説明しましょう。

［２］フランチャイズ・ビジネスのタイプ - 3 -

（５）コンバージョン・フランチャイジング

-1- コンバージョン・フランチャイジングの目的

1970 年代の後半から、新しく「コンバージョン・フランチャイジング（conversion
franchising：組織転換提供型）」が登場しました。この「フランチャイズ・システム」
は、独立した個人事業や小規模「フランチャイズ・チェーン」が成長に不安がある場
合に、大規模「フランチャイズ・チェーン」に加盟することによって、チェーンのス
ケール・メリットを享受しようというものです。

-2- 小規模転換の事例

小規模「フランチャイズ・チェーン」の転換の例としては、ファーストフードの「
サンディーズ」が「ハーディズ」に転換した事例や、独立した個人事業としては、ホ
テルやモーテルにかなり見受けられます。ホテルやモーテルは、「フランチャイズ・
チェーン」に加盟することによって、お客様獲得のネットワークが確立されるという
優位性に特徴があります。



-3- 小規模から全国的に

1970 年代から 1980 年代の初めにかけて、「レッド・カーペット・レアルティ」は、
個人事業の不動産業者を統一した「チェーン名」で、「フランチャイズ・システム」
に組織転換を提供し、フランチャイズ化を図りました。

特に、零細業者は大規模企業に圧迫されていましたが、情報のネットワーク化、
全国的な規模の広告、卓越した教育カリキュラムによって、業績を高める効果を果た
しました。

-4- コンバージョン型の分野
「コンバージョン・フランチャイジング」は、「センチュリー21」（不動産業者）

も同じ考え方で成功し、さらに、弁護士事務所、医者、税務・会計事務所、人材派遣
会社、健康機器会社、家屋・室内メインテナンスなどサービス関係に幅広く導入され
ています。

［３］ヨーロッパの歴史

ヨーロッパにおける「フランチャイズ・ビジネス」の発祥は、まったく定かではあ
りませんが、アメリカの幌馬車の行商人がフランチャイズ・ビジネスの原型ならば、
やはり商人がキャラバンをつらねて、エジプトやイスラエルの聖地を訪れていた時代
の公益組合が、各地にバザールを設けたといわれていますが、それがそれに当たると
考えられます。

これがヨーロッパに紹介され、「ギルド」のように、商工業者が事業権を領主たち
から一種の利権として認められる見返りとして、上納金を納めることによって保護さ
れた制度が「フランチャイズ・ビジネス」の原型になりました。ヨーロッパの本格的
なフランチャイズ・ビジネスは、「マクドナルド」や「ケンタッキー・フライド・
チキン」が英国に進出したのを契機として展開されました。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
Ｆ Ｌ コ ス ト

----------------------------------------------------------------------------

Ｆは Food（フード：商品原価）、Ｌは Laber（従業員：人件費）の意味で、主に外
食事業で用いられる経営管理指標のひとつです。おおまかには商品原価と人件費を足
したものです。外食事業では商品原価と人件費が２大コストとなっており、この２つ
をコントロールすることが利益確保の重要なポイントとなります。

この２つのコスト合計対売上比がＦＬ比率です。（この比率を単にＦＬコストと呼
ぶ場合もあります）

業種・業態にもよりますが、目安としてのＦＬ比率適正水準は５０％～６０％でし
ょう。もちろん、それぞれのお店の状況により最適なＦＬ比率は異なります。ただし、



通常このＦＬ比率の６０％超えは黄色信号で、商品原価の引き下げ、人件費の抑制等、
何らかの対策が必要となります。

商品原価を下げると言うことは、短絡的に材料の質・量を落とすことではなく、材
料の廃棄ロスを少なくする、材料の代替可能な・効率的使用が可能なメニュー構成を
考えるなどと言った経営努力をすることです。

また、人件費の抑制も、単に人を減らすと言うことではなく、時間帯別の客数を把
握したうえで、適正なスタッフ数を配置し、ムダのないシフトを組むことです。

また、このＦＬコストは抑えればＯＫといった単純なものではありません。低過ぎ
るＦＬコストは高いとき以上に注意が必要です。労働過負荷の状況になっていないか？
価格に見合うメニューかどうか？ 商品は決められたボリュームを維持しているか？
サービスの質の低下を招いていないか？ など、お客様の満足度低下に直結する問題
が多くなり、ひいては店舗としての存続にかかわります。

いずれにしても、日々ＦＬコストをチェックし、オペレーションに反映させるシス
テム作りは、外食事業にとって必要不可欠なポイントとなります。

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------

リクルート アントレフェア in 東京
「失敗しないフランチャイズチェーンの見分け方」

日 時 10 月 13 日 土曜日 13 時 30 分 ～ 14 時 15 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 東京ビッグサイト 西３ホール

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの基礎知識から、フランチャイズ本部と
上手に付き合う方法など、専門家ならではのチェックポイントを
公開。また、弊社のフランチャイズ加盟サポートシステムをご紹介
いたします。

参 加 費 無 料

お問合わせ先 リクルート・アントレ ＦＣ＆独立開業フェア 事務局
http://entre.yahoo.co.jp/info/fair/index.html

----------------------------------------------------------------------------



「スーパーバイザー育成セミナー」

日 時 10 月 20 日 土曜日 10 時 ～ 19 時 (１日目)
11 月 2 日 金曜日 10 時 ～ 17 時 (２日目)

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ･チェーンのスーパーバイザー育成のためのセミナー
です。フランチャイズ･ビジネスのキーマンであるスーパーバイザー
の業務に必要な理論と実践についてわかりやすく解説いたします。

参 加 費 55,000 円

定 員 ２０名(定員になり次第締め切らせていただきます)
※ 参加人数が５名以下の場合は中止とさせていただきます。

お問合わせ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

ＪＣＩスペシャルセミナー
「フランチャイズ・チェーン本部成功への道｣

日 時 10 月 25 日 木曜日 15 時 ～ 17 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 麹町志村ビル３Ｆ ＪＣＩ研修室

セミナー内容 フランチャイズ･ビジネスの現状から将来展望、取り組む心構え、
フランチャイズ。ビジネスを進める際の課題、フランチャイズ本部
構築のステップまで、具体的にわかりやすく講義いたします。

参 加 費 10,000 円

お問合わせ先 （株）ＪＣＩイベント事務局
http://www.jci-inc.com

----------------------------------------------------------------------------

「フランチャイズ本部構築セミナー」

日 時 10 月 27 日 土曜日 10 時 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所



代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ本部構築を目指す方に、１日間の集中講義でフラン
チャイズ本部構築の手順、ポイントを講義するとともに、演習により
フランチャイズ本部構築の課題を明確にします。

参 加 費 15,000 円

お問合わせ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 10 月 31 日 水曜日 19 時 ～ 20 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

夜になると虫の音が響き、過ごしやすい季節となってきました。そろそろ紅葉の便
りが聞かれ始め、寒暖の差が開く時期でもあります。

季節の移り変わりが実感として伝わってきます。

１０月８日は２４節気の寒露（かんろ）です。寒露とは、草花に冷たい露が宿ると
いう意味です。山野には秋の色彩が色こく、雁などの冬鳥が渡ってきて、菊が咲き
始めます。



秋の夜長を迎え、山海のおいしい旬のものが出回るこの季節。酒も冷から熱燗へと
移り、居酒屋が、赤提灯が、にわかに賑わいを見せます。体重計のことはさておき、
季節を感じながら料理、飲み物に舌鼓を打ついい季節になりました。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp

発行者：株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

〒102-0083
東京都千代田区麹町４－４ 麹町シャインビル２Ｆ
TEL 03-3511-3755（代）
FAX 03-3511-3754
http://www.the-franchise.co.jp
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